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江 戸 後 期 に は 亀 戸 で 栽 培 さ れ 、肌 が き め 細 か

い こ と か ら 「お た ふ く 」「お か め」と 呼 ば れ て

い た が 、明 治 に 産 地 が 中川 を 遡 り 、亀 戸 を 離 れ

「亀 戸 ダ イ コ ン 」と 呼 ば れ る よ う に な っ た。そ

の 後 、葉 の 主 脈 （中 肋 ）が 白い も の が 「白 茎 亀

戸 」と し て 選 抜 され 、今 則 こ至 っ て い る。

白 首 ダ イ コ ン で 根 身 は 小 型 の 円 錐 形 で 肩 が 張

り 、尻 が と が り 根 長 は 25 cm程 で あ る。皮 は 白

く 肉 質 は 緻 密 で 食 味 が 良 く 、煮 食 に も 用 い ら れ

る が 、主 に葉 と 共 に 浅漬 け に し て 利 用 さ れ る。

耐 暑 性 、耐 寒 性 は 共 に 低 く 、根 径 40 mm以 上 に

な る と ス 入 り 、空 洞 、裂 開 が 生 じ や す く な る の

で 適 期 収 穫 を 励 行 す る。

１．ｲ乍 型

「亀 戸 ダ イ コン 」は 根 部 の 肥 大 が 比 較 的早 く 抽 苔 は 遅 い が 、５月 に な る と ス 入 りや 空洞

が 発 生 し や すい た め、５月 上 旬 ま で に 収 穫す る （表 ７）。ま た 、抽 根性 ぱ 無 ”（吸 込型 ）

か ら “や や 少 ”（抽根 指 数 30%）と ば らつ き が み ら れ 、冬 季 の 降 霜 時 に 地 表 か ら 出 た 肩 の部

分 に 凍 害 が 生 じ る。

露 地 栽 培 で は ９月 上 旬 ～３月 上 旬 に 播 種し 、10月 下 旬 ～５月 上 旬 に 収 穫 で き る が 、冬 季

は 凍 害 を 受 け る た め、ｎ月 下 旬 ～３月 上 旬 はベ タ ロ ン や ユ ーラ ッ ク等 に よ る ト ン ネ ル 被 覆

ま た はパ オ パ オ等 に よ る べ た掛 け が必 要 とな る。

ハ ウ ス栽 培 で は ９月 下 旬 か ら ２月 上 旬 ま で に播 種し 、11月 下 旬 ～４月 下 旬 収 穫 と な る。

表７「亀 戸 ダ イコン 」の 作 型（江 戸 川 地 域 ）

隧 ぺ Ｊ １ ２ ３　１　４ ５ ６ ７ ８ ９　凵 O １１ 12

露地 栽 培

一 匹　　 Ｕ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ犬づ ‰。　　　　　　　　Ｏ°

ハウス栽 培

づ ．づ 二 ＝　　　　　　　　　Ｏ－
○:播 種　　 ∩:ト ン ネ ル 開 始　 Ｕ:ト ン ネ ル 終 了　　 哂 啜 I:収 穫 期
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２．施 肥 管 理

生 育 期 間か 短い た め、一 般 に施 肥 は基 肥 だ け で 追肥 は行 わ ない （表 ８）。特 にマ ル チ 栽 培

の場 合 は 全 量 基 肥 とす る。堆 肥 は 、岐 根 の原 因 とな る の で 、前 作 に 入 れ てお き 、未 熟堆 肥 は

投 入 し ない。土 壌 が酸 性 の場 合 は 苦 生 石灰 等 を施 用 し 、pH 5.5～6.8に 矯正 す る。火 山灰 土

壌 な どリ ン 酸 吸収 係 数 の 高い 土 壌 で は リン 酸 が 不 足 し ない よ うに 改 良 す る。

表 8「亀 戸 ダ イコン 」の施 肥 例（10a当 た り ）

肥料
施 肥 量

（kg）

成分量（kg）

窒素 リン酸 カリ

基肥
化 成 888

硫 安（21%）

１２５

１９

10.0

4.0

10.0 10.0

合計 14.0 10.0 10.0

施 用 上 の 留 意 事 項

① 堆 肥 は 前 作 に 十 分 施 用 する。

② 前 作 に 肥 料 が 残つている場 合には 施 肥 量を減 ずる。

③ 施 設 栽 培 の 場 合 は 施 肥 量を減 ずる。

３．栽 培 管 理

（１）播 種

前 作 が アブ ラ ナ 科 で な く 、耕 土 が 深く 膨軟 で 排 水 の 良い 圃場 が 良い 。深 耕し 、表 土 は ロ ー

タ リ ーで 十 分 砕 土 す る。ま た 、キ スジ ノミハ ム シや ネ キリ ムシ の食 害 を 防ぐ た め、薬 剤 を 施

用 す る。

播 種 法 とし て は 、手 播 き に よ る 点 播 と手 押 し 播 種 機（ク リ ーン シ ーダ 、ご ん べ え）を 使 用

し た 条 播 が あ る。

点 播 で は 、１箇 所 に ３粒 ほ ど 播 種

し 、覆 土 す る 。本 葉 ３～５枚 展 葉 時

に 、間 引 き を 行 い 、株 間 15 cmに な

る よ う に す る。マ ル チ の 使 用 は 、土

壌 の 跳 ね 上 げ 防 止 、雑 草 対 策 、地 温

の 保 温 等 に 効 果 か お る （図 30）。

条 播 で は 、条 間 を 12～15 cm と し 、

点 播 と 同 様 に 間 引 き を 行 う（図 31）。

図 30　黒 マ ル チ を 使 用 し た 点 播
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クリーン シ ーダ に よ る 条 播 （露 地 と ハ ウ ス ）3
1

図

（２）播 種 後 の管 理

露 地 栽 培 で は、台 風 、豪 雨 、低 温お よび 害 虫 に備 え 、べ た掛 け ま た は ト ン ネ ル を 行 うこ と

が 望 ま しい 。 10月 以 降 の播 種 で は 、凍 害 の恐 れ か お る た め、ベ タロ ン や ユ ーラ ッ ク に よ る

ト ン ネ ル 被 覆 が必 要 と な る。冬 ～早 春 に は鳥（ヒ ョ ド リ ）に よ る 食 害 が み ら れ る た め、注 意

す る。

４．収 穫方 法

露 地栽培 で の収穫期 は、９月 上旬 播 種 は 45日 、12月 播種 は 100日 、３月 上 旬播 種 は 60

日を 目安 に す る。ハ ウス栽培 で は、９月 下 旬播 種 は 50日 、12月 播 種で 80日 を 目安 に する。

肥 大 に は ば ら つ き が み ら れ 、収 穫 期 前

20日 ご ろ か ら 急 速 に 肥 大 す る 。こ の た め

根 径 が ４ｃｍほ ど （ゴ ル フ ボ ール ほ ど ）に

達 し た も の か ら 順 次 間 引 き 収 穫 を 行 う

（図 32）。ま た 、吸 込 型 の 株 に つ い て は 、

根 部 の 太 さ を 確 認 し て 収 穫 す る 。

株 重 は 作 型 に よ り 異 な る が 250～300

gで 、根 重 は 150 g程 で あ る 。可 販 率 も

栽 培 時 期 に よ り 異 な る が 、冬 季 は ８割 ほ

ど に な る 。 10a当 た り の 目 標 収 量 は 株 重

で ６ｔで あ る 。

「亀 戸 ダ イ コ ン 」は 近 年 の 品 種 と 比 べ る

図 32　収 穫 時 の 「亀 戸 ダ イ コ ン 」

と、ス 入 り、空 洞 症 、岐 根 、内 部 褐 変 症 が発 生 しや す い。

ス 入 り ：通 常、収 穫 が遅 れ た場 合 に 発 生 す る （図 33）。「亀戸 ダイ コ ン 」で は 根 径 ４ｃｍほ

ど か ら 見 ら れ 始 め る。一 般 に は 生 育 後 期 に 気 温 が 高い 場 合 、株 間 が広い 場 合 、窒 素・カ リ 肥

料 が多 い 場 合 、軽 い 土 の場 合 な どで も 起 きや す い。
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空洞症:尻 部 か ら 中 心部 に 空 洞 が 入

る も の で 、高 温 時 お よび 肥 大 初 期 ～中

期 で 生 育 が 停 滞 し た 場 合 に 発 生 し や

す い 。

裂 根：生 育 後 期 の 水 分 過 多 （急 な 肥

大）で 起 き や す い 。

岐 根（又 根 ）:根 の 生 長 点 が 枯 死 す る

と、側 根 が 肥 大 し て 岐 根 と な る。生 育

初 期 の 過 湿 、虫 害 、お よび 堆 肥 や 化 成

肥 料 に 根 が 触 れ た 場 合 に 起 き る。

内 部 褐 変 症：赤 心 症 、黒 心 症 と 呼 ば 図 33　ス 入 り

れ る が 、「亀戸 ダ イ コ ン 」は 比 較 的 発 生 し

や す い 。生 育 後 期 の 高 温 で 発 生 し や す い 。

５．病 害 虫防 除

一 般 のダイ コン 品 種 と同 様 に 病 害 虫 防 除 指 針 に 沿っ て 、防 除す る。

害 虫 とし て は 、キ スジ ノミ ハ ムシ 、カ ブ ラ ハ バ チ 、ハ イマ ダ ラ ノメイ ガ 、コ ナ ガ 、ヨ ト ウ

ムシ ・ネ キリ ムシ 類 、ア オ ムシ ・オ オタ バ コガ 、ア ブ ラ ムシ 類 が発 生 す る。播 種 時 の粒 剤 施

用や べ 夕がけ 、お よび 防 虫ネ ットや 薬 散 に よ り防 除 す る。ネ グサ レ セ ン チ ュ ウに よ る被 害 を

避 け る た めに、輪 作や 土 壌 消毒 を行 う。

病 害 で は、白 さび 病 に は比 較 的弱 く 、亀 裂 褐 変 症 、根 く び れ病 も発 生 す る た め、圃 場 の過

湿 、排 水 に 注 意 す る。

病 害 虫につい て は、早 期 発 見 、早 期 防 除 、発 病 株 処 分 を 徹 底 す る。
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